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【インターフェイス口腔健康科学研究紹介】
-一　般
1,億強度,高周波振動刺激の骨形成活性効果
小川　徹(東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分
野)
インプラントとメカニクスの関連を報告した知見を検索し
てみると,不適切な荷重もしくは力学的に不利な条件がイン
プラント体周囲の骨吸収に影響を与える可能性を報告した臨
床研究や,動物実験において過度を岐合力によりオッセオイ
ンテグレーションが喪失するという報告が挙げられる｡また
一方で　適度な荷重下ではインプラント周囲骨の質,量およ
び治癒が改善するという報告も存在する｡これらからインプ
ラントの力学的環境がインプラント治療の成否に大きく関与
していると考えられる｡
その関連を適切に捉えるためには,まずインプラントおよ
び周囲組織へ関与する力の性質の理解およびそれに対する生
体力学的挙動の把握(バイオメカニクス),次に力的な変化に
伴う生体反応の把握(メカノバイオロジー),さらにそれらの
基礎的知見に基づいた臨床(長期)的効果･影響の検証,これ
ら3つの観点からのアプローチが必要と考える｡
そこで本講演では,当教室にてこれらの観点に基づき蓄積
してきたデータ･成果を簡潔に紹介するとともに,演者が
2008年よりルーベンカソリック大学(ベルギー)との共同研
究により行った低強度･高周波振動刺激の骨形成活性効果に
関する一連の研究について紹介する｡
すなわち演者らは,近年医科,特に整形外科領域で注目を
集めている低強度･高周波振動刺激による骨形成活性効果の
歯科インプラントへの応用を念頭に,ラット脛骨モデルを用
いてインプラント周囲骨に対する効果を組織･形憩組織学的
かつ核医学的に検証した｡まず振動刺激の効果の有無および
その効果の継時的な様相を検討するため, -種類の振動刺激
(12,20,30･･:150Hz(各2,000回), 0･3g,約11分/日)にて
治癒期間3, 7, 14, 25日で検索し,骨インプラント接触率お
よび周囲骨密度においてその有意な効果を認めた｡次に刺激
時間およびそのシーケンスと刺激効果との関係を検討し,さ
らに刺激強度･周波数因子についても検討を加え,これら一
連の研究により,低強度･高周波振動刺激がインプラントオッ
セオインテグレーションおよびインプラント周囲骨形成に対
して活性効果を持つ,つまりインプラント治療期間の短縮や
周囲骨董･質の改善が期待できること,さらに適切な刺激条
口　演-
件を用いることで効率よくその効果が得られることを確認し
た｡
2,哺覚障害の診断における``うま哺"検査法の重要性に
ついて
佐藤しづ子,庄司憲明,金田直人,笹野高嗣(東北大学大学
院歯学研究科口腔診断学分野)
超高齢化を背景に,我が国の味覚障害患者は増加している｡
高齢者における味覚障害は,単にQOLの低下をもたらすば
かりでなく,食欲の低下から体重減少や全身状態の悪化-ど
つながることから,医療現場における味覚障害の診断･治療
の重要性は高まっている｡
味覚障害の診断にあたっては,味覚感受性検査が最初のス
テップとなる｡現在,我が国で行われている味覚検査法には,
電気味覚検査法と味質検査法の2つがある｡実際の医療現
場では,電気味覚検査のみで検査をすませる施設も多い現状
であるが,この検査法では味質の異常を捉えることはできな
い｡一方の味質検査法において,基本味に対する末梢受容体
はそれぞれに異なり,現在,これまでの基本4味(甘味,塩味,
酸味,苦味)に加えて"うま味"を含めた5つの味質が世界的
に認められている｡しかしながら,現行の味質検査法は4基
本味(甘味,塩味,酸味,苦味)のみを対象としており,第5
の基本味である"うま味"検査法は欠落している｡
味覚障害を訴える患者を実際に診察してみると, ｢甘味,
塩味などは判るが　うま味が判らないため食べ物が美味しく
ないので食べたくない｣など　うま味障害に関する訴えを数
多く経験する｡そこで我々は,うま味検査法の開発が必要と
考え,グ)レタミン酸ナトリウム(MSG)等を用いたうま昧検
査法について検討している｡この方法を,同意の得られた高
齢者味覚障害患者に応用したところ, 16%に｢うま味｣の
みの感受性低下を認め,これらの患者には,食欲低下,体重
減少および体調不良が随伴していた｡これらの患者に対して
l
治療を行った結果,うま味感受性の回復と同時に食欲･体調
の改善,体重の回復が得られ,患者および家族から満足感が
得られた｡
以上の背景から, "うま味"は患者の健康維持,健康長寿に
重要な感覚であり,うま味検査法を確立し標準化したいと考
えている｡
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3,口腔フローラのプロファイリング
佐藤拓-1,安彦友希1,長谷川彩子1,真柳　弦2,鷲尾純平1,
中條和子1,堀(宮澤)はるみ1,高橋信博1(1東北大学大学院歯
学研究科口腔生化学分野, 2生体-バイオマテリア)レ高機能イ
ンターフェイス科学推進事業)
膨大な数と種類の微生物が,口腔バイオフィルム常在微生
物叢(フローラ)を構成しているが　一旦,その統制が崩れ始
めると,病的なフローラにシフトし,種々の口腔内環境変動
と相まって,インターフェイスの破綻を来たし,様々な口腔
疾患を発症させる｡従って,フローラ生態系(エコシステム)
の性状を理解し,コントロールすることが　多くの口腔疾患
を予防する一方法と考えられる｡
口腔生化学分野では,本事業の一環として,口腔のあらゆ
るインターフェイスにおけ↓るフローラの生態系について解析
を進めている｡その主なものとして, ①フローラ構成の質
的･量的解析(プロファイリング), ②代謝中間体/産物の
網羅的解析(メタボローム解析), ③口腔内微小環境変動の
解析,が挙げられる｡本講演では, ①のプロファイリング
について,口腔生化学分野の取り組みを概説した｡
プロファイリングの一手法として,嫌気培養法があり,嫌
気実験システムの格段の進歩により,多種多様な嫌気性菌が
口腔フローラを構成/していることが明らかとなった｡近年,
分子生物学的手法を併用することで　解析の迅速化,省力化
並びに精密さが実現している(Washio et ai. 2005, Sato et ai,
2007)｡
一方,培養に依らないアプローチとして,定量PCRを含
む菌種特異的なPCRによって,目的とする菌弾の定性･定
量的な情報を得ることが可能となっている(Mayanagi et ai.
2004, Yamaura et ai, 2005, Abiko et ai, 2010)｡更に, 16S
rRNA塩基配列は,進化における分子時計としての役割もあ
ることから,そのランダムクローニング法によるフローラ解
析は有望で　多用されている(itoetai, 2007)｡
輔蝕や歯内疾患,歯周病,口臭症の他,誤蝶性肺炎等,口
腔フローラに起因する疾患は多い｡歯学における口腔フロー
ラ研究が重要視され,今後,研究手法の進歩に伴う,新たな
知見の集積がより一層,期待されている｡
なお,講演後に質問･議論のあった小児の口腔フローラの
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注目トピックスとして, ECC (EariyChiidhood Caries)がある
が やはり病的なフローラへのシフトと考えることができる｡
Takahashi & Nyvad 2011 (J DentResのReview)に詳しいので
参照されたい｡
4,発生,成長と修復における腰紐繊細胞外基質のリモデ
リング
笹野泰之(東北大学大学院歯学研究科顎口腔形態創建学分野)
我々は官と象牙質およびセメント質に関する従来の研究
で　硬組織を構成する細胞外基質(ECM)が発生段階の初期
から分解を受けリモデリングされる可能性を示している｡し
かし,発生と成長に伴い硬組織ECMを分解する酵素や細胞
についての知見は乏しい｡我々はMatrix Metalioproteinases
(MMP)に着目し,,ラットの骨および象牙質･セメント質の発
生と成長の過程における発現を検討した｡また,骨の修復過
程に関しても同様に検討を加え,発生･成長過程と比較した｡
胎生期および生後成長期のWistar系ラットを試料とした｡
上顎,下顎,下肢からRNAを抽出してRT-PCRで解析した｡
また,ラットを固定後,必要に応じて試料を脱灰し, in situ
hybridization (iSH)を施した｡ MMP酵素活性を検討する目的
で　一部は未固定非脱灰試料とL in situ zymography (iSZ)を
施した｡また,生後12週齢のWistar系ラット頭頂骨に規格
化した骨欠損を作製して官修復を検討した｡術後経時的に欠
損部に形成された修復組織および修復骨からRNAを抽出し,
リア)レタイムPCRを用いて解析した｡また,同様の時点で
ラットを潜流固定して試料とし, iSHを施した｡
官の発生･成長と修復の過程で　MMP2,8が骨芽細胞,骨
細胞に広く発現したが　MMP13の発現は一部の肯芽細胞と
宮細胞に限られていた｡歯では, MMP2,8が象牙芽細胞,セ
メント芽細胞,セメント細胞に発現していたが　MMP13の
発現はほとんど認められなかった｡また,骨,象牙質,セメ
ント質にはiSZにより酵素活性が認められた｡
硬組織の発生･成長と修復の過程で　骨芽細胞,骨細胞,
象牙芽細胞,セメント芽細胞,セメント細胞等の形成系細胞
が, ECMの産生と共に分解に積極的に関与し,硬組織ECM
を未熟型から成熟型にリモデリングする可能性が考えられ
た｡
